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本
市
の
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
係
る
取
組
み

年
度

経
過

平
成
１
７
年
度

小
学
校
：
１
２
０
校
、
中
学
校
：
５
６
校

平
成
１
８
年

４
月

千
葉
市
初
の
統
合
校
「
花
島
小
学
校
」
の
開
校

平
成
１
９
年
１
０
月

第
２
次
千
葉
市
学
校
適
正
配
置
実
施
方
針
の
策
定

取
組
み
推
進

小
：
１
８
→
８
校

中
：
６
→
３
校

平
成
２
９
年

６
月

平
成
３
０
年

２
月

学
校
教
育
審
議
会
【
諮
問
】

【
答
申
】

平
成
３
０
年

４
月

第
３
次
千
葉
市
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
実
施
方
針
の
策
定

取
組
み
推
進

小
：
８
→
４
校

中
：
２
→
１
校

【
計
】
小
学
校
：
２
６
→
１
２
校
、
中
学
校
：
８
→
４
校

令
和

７
年

３
月

１
１
月

学
校
教
育
審
議
会
【
諮
問
】

【
答
申
】

令
和

８
年

１
月

小
学
校
：
１
０
７
校
、
中
学
校
：
５
３
校

※
直
近
2
0
年
間
で
統
合
を
除
く
新
設
校
＝
小
1
校
・
中
1
校
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実
施
方
針
の
改
訂
に
つ
い
て

現
実
施
方
針
の
根
幹
で
あ
る
次
の
部
分
は
維
持
す
る
こ
と
と
し
、
一
部
を
改
訂
す
る
。

【
目
的
】

「
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
と
教
育
の
質
の
充
実
」

【
適
正
規
模
の
基
準
】

【
基
本
的
な
方
針
】

•
子
ど
も
の
教
育
環
境
の
改
善
を
中
心
に
据
え
、
学
校
規
模
の
適
正
化
を
優
先
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
全

市
的
な
学
校
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
や
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
た
最
適
な
学
校
適
正
配
置
を
検
討
し
ま
す
。

•
丁
寧
な
情
報
提
供
、
説
明
、
十
分
な
対
話
を
通
し
て
、
保
護
者
・
地
域
住
民
と
協
働
で
、
活
力
あ
る
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

•
学
校
教
育
に
お
け
る
義
務
教
育
期
間
９
年
間
の
連
続
性
、
多
様
な
教
育
的
支
援
の
必
要
性
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
関
係
性
を
十
分
に
考
慮
し
て
検
討
し
ま
す
。

小
学
校
：
各
学
年
２
学
級
以
上
、
全
体
で
１
２
学
級
以
上
２
４
学
級
以
下

中
学
校
：
各
学
年
４
学
級
以
上
、
全
体
で
１
２
学
級
以
上
２
４
学
級
以
下

＊
中
学
校
の
各
学
年
３
学
級
以
上
、
全
体
で
９
学
級
以
上
１
１
学
級
以
下
は
準
適
正
規
模

主
な
改
訂
部
分
に
つ
い
て

•
策
定
時
（
H
3
0
）
か
ら
の
状
況
の
変
化
を
反
映
し
更
新
。

•
主
な
ポ
イ
ン
ト
：
①
小
規
模
校
に
関
す
る
取
組
み
の
優
先
度

②
取
組
み
の
進
め
方
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＜
現
行
＞

＜
改
訂
＞

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

基
準

小
：6
学
級
以
下
（1
2
0
人
未
満
）

中
：5
学
級
以
下

小
：6
～
1
1
学
級
（2
4
0
人
未
満
）

中
：6
～
8
学
級

小
：6
～
1
1
学
級
(2
4
0
人
以
上
）

中
：9
～
1
1
学
級
（各
学
年
3
学
級
以
上
）

対
応
方
針

早
期
に
検
討
が
必
要

検
討
が
必
要

中
長
期
的
な
検
討
が
必
要

確
保
す
べ
き
一
定
程
度
の
学
校
規
模
（
最
低
限
）

【
優
先
度
Ⅰ
の
考
え
方
】

小
学
校
：
６
学
級
以
下
（
1
0
0
人
未
満
）

•
複
式
学
級
を
有
す
る
。
も
し
く
は
全
学
年
単
学
級
。

•
標
準
児
童
数
(3
5
人
)の
半
数
未
満
の
学
年
が
発
生
し
、
男
女

比
の
偏
り
や
教
育
活
動
の
制
約
な
ど
、
小
規
模
校
化
に
伴
う

課
題
が
顕
在
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

実
施
方
針
（
改
訂
）
の
ポ
イ
ン
ト
①

【
改
訂
の
理
由
】

•
学
級
編
制
の
標
準
の
引
き
下
げ
（
4
0
→
3
5
人
）
に
伴
い
人
数
基
準
を
見
直
し

•
対
応
方
針
を
見
直
し

「
優
先
度
Ⅰ
の
学
校
規
模
を
速
や
か
に
改
善
す
る
と
と
も
に
、
原
則
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
取
組
み
を
進
め
ま
す
。
」

中
学
校
：
５
学
級
以
下

•
1
つ
以
上
の
学
年
で
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い
単
学
級
が
発
生
。

•
免
許
外
指
導
の
教
科
の
発
生
に
加
え
、
人
間
関
係
の
固
定
化
や

生
徒
指
導
に
係
る
課
題
の
長
期
化
・
重
大
化
な
ど
の
小
規
模
校

化
に
伴
う
課
題
が
顕
在
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

優
先
度

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

基
準

小
：6
学
級
以
下
（
1
0
0
人
未
満
）

中
：5
学
級
以
下

小
：6
～
1
1
学
級
（
2
0
0
人
未
満
）

中
：6
～
8
学
級

小
：6
～
1
1
学
級
(
2
0
0
人
以
上
）

中
：9
～
1
1
学
級
（各
学
年
3
学
級
以
上
）

対
応
方
針

早
期
改
善
（発
生
抑
制
）

改
善
が
必
要

近
隣
校
の
状
況
等
を
ふ
ま
え
検
討

４
取
組
み
の
方
法
（
４
）
小
規
模
校
に
関
す
る
取
組
み
の
優
先
度

 [
実
施
方
針

P
8

]

3



実
施
方
針
（
改
訂
）
の
ポ
イ
ン
ト
②

５
取
組
み
の
進
め
方

 [
実
施
方
針

P
1

1
～

]

改
訂

（
１
）
基
本
的
な
方
針

•
地
域
の
実
情
に
即
し
た
最
適
な
適
正
配
置
を
実
施
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
の
教
育
環
境
の
改
善
を
中
心

に
据
え
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
方
々
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
理
解
と
了
承
を
得
て
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

•
円
滑
な
取
組
み
に
向
け
、
教
育
委
員
会
は
将
来
像
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
住
民
と
教

育
環
境
の
改
善
に
向
け
た
意
識
の
共
有
を
図
り
、
地
元
代
表
協
議
会
の
主
体
的
な
協
議
を
支
援
し
ま
す
。

維
持

<
改
訂
：
次
頁
の
新
旧
イ
メ
ー
ジ
図
参
照

>
第
１
段
階
：
教
育
委
員
会
は
学
校
適
正
配
置
案
を
作
成

第
２
段
階
：
学
校
適
正
配
置
案
を
提
示
し
つ
つ
、
学
校
規
模
の
改
善
に
向
け
た
機
運
を
醸
成

第
３
段
階
：
地
元
代
表
協
議
会
を
設
置

・
学
校
適
正
配
置
案
の
選
択
も
し
く
は
修
正
を
協
議

・
学
校
適
正
配
置
案
に
対
す
る
回
答
を
取
り
ま
と
め

第
４
段
階
：
教
育
委
員
会
は
学
校
適
正
配
置
を
決
定
・
実
施

（
２
）
基
本
的
な
進
め
方

・
第
１
段
階
と
第
２
段
階
を
入
替
え
（
初
め
に
教
育
委
員
会
か
ら
学
校
適
正
配
置
案
を
提
示
す
る
）

・
地
元
代
表
協
議
会
か
ら
学
校
適
正
配
置
を
要
望

⇒
地
元
代
表
協
議
会
は
教
育
委
員
会
の
提
案
に
回
答
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[新
：
改
訂

]
[旧

]

5


	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6

